
実証操業概念図 

中型まき網漁業の網船・運搬船の油圧回路の共有化及び並列配管化の実証試験 

省エネルギー技術導入効果実証試験事業（平成19年度） 

１ 事業の目的 

２ 開発技術及び実証の概要 

実施主体：有限会社正徳丸、ニチモウ株式会社 

３ 開発技術の成果・普及 

（実証試験報告書URL) 

http://systemkyokai.or.jp/bunsho/jigyokatudo/miryokuaru/houkokusyo/19nen/hamanaka_gyokyou.pdf  

省エネ化 

燃油経費を年間約250万円削減 

中型まき網漁業において、 
網船（39トン）と運搬船（19トン）の油圧回路を共有し、 
運搬船の補機関による油圧駆動により省エネルギー効果を実証 

・経費（試算） 

1日あたりの燃油削減量 （69－26）ℓ×3.5回= 150.5ℓ 

網船、運搬船ともに 
それぞれの主機関により油圧駆動 

網船：運搬船の油圧を共有化 
運搬船：補機関により油圧ポンプ駆動 

網船、運搬船の主機関を停止し、運搬船の
補機関により油圧ポンプを駆動 

従来操業 

実証操業 

 従来 69ℓ/回 → 実証 26ℓ/回 
1操業あたりの 

燃油消費を62％削減 

・燃油消費量 

※1日あたり操業回数 3.5回、年間操業日数 210日、燃油単価 80円／ℓとして試算 

年間燃油削減費 31,605ℓ×80円／ℓ= 2,528千円 

年間の燃油削減量 150.5ℓ×210日= 31,605ℓ 


